
あぶない 
ながら運転 
やめなさい 

     
   

           
 

 
 

    

北上市少年センター報 

北上っ子５つのやくそく 

やりがいが出る 笑顔が増える 

・・・ 
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 子どもの見方は子どもの味方  

「
実
は
ね
」
「
ち
ょ
っ
と
い
い
で
す
か
」
と

相
談
さ
れ
る
大
人
に
 

「
人
間
は
、
考
え
る
こ
と
が
少
な
け
れ
ば

少
な
い
ほ
ど
、
余
計
に
し
ゃ
べ
る
」
 

「
一
つ
の
口
と
二
つ
の
耳
 
何
の
た
め
 

し
ゃ
べ
る
よ
り
も
2
倍
多
く
効
く
た
め
で

あ
る
」
 

 

回していると帰宅途中の小中高生とすれ違います。あい
さつのよさに感心します。世の中を明るく安心で包む力を
感じます。 

「“あいあつ”の原点は家族にあり」普段から家族間のあ
いさつが交わされることでどこでもあいさつのできる人に
なっていきます。 

 『おはよう』は親子が交わす第一歩 
“ほほえみ”のある営みで 
「みんな大好き」な家族になります 

平成28年度の活動について 

新潟で不審者
による悲しい
事件が起きま
した。子ども
たちを守るた
めに、不審な
状況や危険な
環境に気づい
たときは、少
年センターま
で情報をお寄
せください。 

全国地域安全運動実施中 
 期間：令和元年10月11日(金)～10月20日(日)  

 
 
  「ひとりで悩まないで、 
  まず話して見ましょう  
   専任補導員が対応いたします」 
 
   ○場所：北上駅前 
      おでんせプラザぐろーぶ３階  
      生涯学習センター 北側角 
   ○時間：月～木 ９時～１７時 
          金 １１時～１７時 
   ○電話：７２－８３０２ 
 

「実はね」「ちょっといいですか」 
と相談される大人に 
「人間は、考えることが少なければ少ないほど、
余計にしゃべる」 
「１つの口と２つの耳  
何のため  
しゃべるよりも２倍多く聞くためである」 

ひとりで 
悩まない
で、まず
話してみ
ましょう 

見直しましょう  メディア漬け 

少年センター主な活動 

主な活動 

スマホに子守りはさせないで 

一般社団法人 
日本小児科医会より 

自分だったらと 
考えながら 

5
つ
の
提
言 

 

○ 日時 月曜日～木曜日 ９:00～17:00 
          金曜日   11:00～17:00 
○ 場所 北上市生涯学習センター 
  （北上駅前おでんせプラザぐろーぶ３階） 
○ 電話 ７２－８３０２ 
○ 相談内容…不登校 引きこもり いじめ    
          不良交遊 仕事関係 就職              
          友達・人間関係 居場所  
          学習 家出 男女交際等 
            

 NO.331 令和元年10月11日（金） 

 電話72-8302 FAX63-3121 ホームページ :市HPトップ＞防災＞防犯・交通安全 

偶数月発行：北上市少年センター 
 北上市大通り一丁目３番１号 
 おでんせプラザぐろーぶ３階 
 北上市生涯学習センター内 

 尽くし抜く 
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○ 日時 月曜日～木曜日 9:00～17:00 
          金曜日   11:00～17:00 
○ 場所 北上市生涯学習センター 
  （北上駅前おでんせプラザぐろーぶ３階） 
○ 電話 ７２－８３０２ 
 
            

少年センターでは、少年少女
の悩み相談（本人、家族等）
を行っています。1人で悩ま
ないでまず離してみませんか 

尽くして尽くして 

 
 

つくろう 地域の安全  
子どもたちへの 声がけと見守りで  

    

        

規範意識を高めましょう 
             

子どもに 
一声かけよう 

 岩手県警察本部によると、上半期（１月～６月）の県内における不良行為少年の補導数は1,445人
でした。ここ数年連続して増加傾向にあります。補導種別を見ると「深夜徘徊」が大きな割合を占め
ています。 
 北上警察署管内での不良行為少年の補導数は95人で、昨年より３人増えています。下記の円グラフ
のとおり補導種別は約９割が「深夜徘徊」になっています。 
 「深夜徘徊」のような不良行為であっても、保護者等がそれを放置してしまえば、問題行動がエス
カレートして犯罪行為に発展する虞があります。また「深夜徘徊」をすることによって、殺人や誘拐、
恐喝や性被害といった犯罪に巻き込まれる危険性が高くなります。 

1 子どもたちに一声添えた挨拶を交わしましょう。   
2 子どもの良い行いを見たときはほめましょう。 
3 買い物、犬の散歩､ウォーキング等、日常生活の中で見守りましょう。 
4 ダメなことはダメとはっきり教えましょう。 

夕暮れ時は危険がいっぱい 
ながらスマホ、ながら運転はダメと 

はっきり教えましょう 

 
 

 ○ 下校時、幼・小・中・高の学区内を防犯車で補導活動しています。 
 ○ ながらスマホ、ながら運転、二人乗り、右側走行等は声をかけて注意しをやめて周
りの人の安全確保もしましょう。 
 ○ 公園等で未成年カップルが暗がりの東屋やベンチに居るときは速やかに帰宅を促す。 

 犯罪のない安全で安心なまちづくりを推進するため、家庭や事業所で
の安全確保、地域における防犯活動に取り組みましょう！ 

下校時 幼・小・中･高の学区内を青パト補導活動実施 

   

 
  
 
  
大人でも子どもでも暴力を受け続けると、心身に取り返
しのつかない傷を負います。「あの子、はだしで飛び出
してきたよ。虐待かな」「つい子どもにあたってる人が
いる」・・・ こんなときにはすぐ電話を 
 
 ☆  児童相談所（全国共通ダイヤルTEL：１８９（いちはやく）           
 ☆  北上警察署TEL：  ６４－０１１０ 
 尚、北上市少年センタ－（ TEL：７２－８３０２ ）は少年少女の
相談をしています 『あなたの痛みを受け止めます』 
 
 
 
 

  

 大人でも子どもでも暴力を受け続けると、心身に取り返しのつかな
い傷を負うことになります。「あの子、もしかしたら虐待受けているの
かしら」「子育てがつらくて、つい子どもにあたってる人がいる」･･･ 
 こんなときにはすぐ電話ください 
☆児童相談所（全国共通ダイヤルTEL：１８９（いちはやく）           
☆北上警察署TEL：  ６４－０１１０へ連絡してください。 
尚、北上市少年センターは、少年少女の相談をしています＜TEL：７２－８３０２＞  

～『あなたの痛みを受け止めます』～   

 

※ 北上市は、11月を児
童虐待のない社会の実
現を目指す運動（オレン
ジリボン着用）を展開し
ています。 

 夕暮れ時は危険がいっぱい 

・親や大人は防犯の視点を持
ち、地域の遊び場や通学路等
に不審者の死角となる箇所や
危険な箇所がないか把握しま
しょう。 
・親や大人は、スマホのフィ
ルタリングと注意力の低下に
つながるながらスマホを禁止
させ子どもの安全確保をしま
しょう。 

ためらわず 知らせて
つなぐ 命綱 

 秋も深まり、日暮れも大分早くなりました。毎年この時期
になると、日没後の交通事故が増加したり、暗がりに乗じ 
た痴漢等の犯罪も多発する傾向にあります。 
 事件事故のない安全な街づくりのため、 
 ○車も自転車も暗くなってきたら早めにライトを 
  点けましょう 
 ○歩行者は夜光反射材の利用や懐中電灯を 
  使い、自分の存在を周りに知らせましょう 
 ○犯罪に巻き込まれないためにも人通りが少 
  なかったり、街路灯の無い暗い道路や公園 
  などは避けましょう 

Ｈ２９ 厚生労働省より 
岩手県児童虐待相談件数 １５０５件 

 
ながらスマホ、ながら運転は 
ダメとはっきり教えましょう 

 

～オレンジリボン運動実施～ 11/1～11/30 

「どうしていいのかわからない」「もう子育てができな
い」 
そんな時、少しでも子どもの世話を助けてくれる人がい
ると希望がもてます。周りの温かい声がけが勇気を与え
てくれます。子育てをする人を見守り、知恵や経験を生
かして支えてくれる人がいる地域に、それを感謝の気持
ちで受け止める家族。双方向のかかわりで。 

ネグレ

クト 

29% 

身体的

虐待 

35% 

心理的

虐待 

34% 

性的 

虐待 

2% 

   児童虐待防止推進月間 

○ 帰宅時の交通事故防止、不審者から身を守らせよう。 
○ 周りを気遣う自転車運転で安全を確保させよう。     
○ 夜の歩行時は目立つ反射材で安全を確保させよう。 

 子どもの安全確保という点では、地域や家庭で次の点に留意
しましょう 

スローガン「みんなでつくろう安心の街」 

 秋の日はつるべ落とし 薄暮時の暗がりに注意! 

   

ためらわず 知らせて 
つなぐ 命綱 

反射材を有効に 

犯罪のない安全で安心なまちづくりを推進するため、家庭
や事業所での安全確保、地域における防犯活動に取り組み
ましょう！ 

 子どもは好奇心の塊。つい夢中になって時間を
忘れたり、危険な場所に近づいたりしがちです。  
 子どもたちを守るため、そういう子を見かけたら
愛の一声をお願いします。 
例えば、 
 ○夕方公園等で遊んでいる子どもを見かけたら  
  「暗くなるから早くお家に帰ろう」 
 ○ 河川敷等で遊んでいる子どもを見かけたら  
  「川に落ちたら危ないよ」 
等、みんなで声をかけ、子どもとその子の将来を
守りましょう。 
 
  
  

☆  知らない人についていかない 

☆ 知らない人の車にのらない 

☆ なにかあったらおお声をだす 

☆ 危険だと思ったらすぐ逃げる 

☆ 近くの大人にしらせる 

少年補導員研修会の開催 
 ９月26日（木）生涯学習センター第１学習室におい
て研修会を実施しました。 
 当日は岩手県警察本部生活安全部少年課県南少
年サポートセンターの八重樫文子氏を講師に迎え、
『子ども達の健やかな成長のために～少年補導の現
場から～』と題して講演をいただきました。 
  ・刑法犯少年は、減少傾向にあるが、犯罪の低年   
  齢化や再犯率が高くなっている  
  ・不良行為種別では、深夜徘徊が最も多く、喫 
  煙、飲酒、粗暴行為と続いている 
  ・SNS等インターネット関連の犯罪が増加している  
等々事例を交えての講演で、今後の巡回活動に役
立つ有意義な講演でした。  
  

子どもを守る３つの声かけ 

子どもたちを守る愛の一声を！ 



みんな 
大好き 

ほめて ほめてまた ほめて        

 いつかわかってくれるだろうと待ちの精神でいると、一行に先が見えないことがあります。大人は子どもに先手必勝の行
動（先手行動）を示すことが大事です。 
○ 何か良いことないかなと子どもに注目する ○ 子どもに頼み事をする。そして必ずその後にどうだったかコメントする      
 「洗濯頼むね」「洗濯して、干してくれた。しかもたたんでくれて助かった ありがとう」「米とぎしてスイッチ入れてね」「ご飯た
いてくれてありがたい。おかげで早く食べられる 今日のご飯おいしいな」「ここの掃除頼むね」「掃除して台所がぴかぴか
だ。助かるじゃ 今晩おかず一品増やすか」 「ゴミ捨てしてきて」「燃えるゴミ片付いて助かるじゃ ありがとう」 
 子どもの行い（手伝い）で「ありがとう 助かった」と親や大人が子に言葉を発して示す すると、子どもはなんともいえな
い「うれし顔に」  
～ だから好きなんだな 「助かる ありがたい」を言葉に発して子どもも大人も笑顔に 『みんな大好き』 
 毎日の生活は止まることはありません。だからこそ「ほめて ほめて またほめて」と川の流れのようにスムーズに流れてい
けるように       

大人が示す先手
必勝の行動 

子に注目  
     良いこと 
見つける 

 
 
 
 
 
○ 学区外や大型店、ゲームセンターなど 
 は、家の人（大人）と一緒に行く 
○ 大人のいない家では遊ばない 
  子どもだけで外泊をしない 
○ コンビニなどの店には、用事がない時 
 は入らない 
○ お金やカードを貸し借りしない 
○ 外出時は、行き先を知らせ、午後 
 ５時～５時半には帰宅する 

 
 
 
  

市内小学校共通のきまり 

 
○ 生徒同士でカラオケボックス、マンガ喫茶、   
 インターネットカフェ、ゲームセンター、ボウ 
 リング場などの出入りは禁止 
○ 生徒同士での外泊、夜間徘徊は禁止 
○ 問題行動（喫煙、飲酒、万引き等）は禁止 
○ 情報機器の使用は夜９時以後禁止            
○ 帰宅時間  
  夏：午後６時 冬：午後５時 

市内中学校共通のきまり  

巡
回
日
誌 
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大
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下
校
途
中
の
小
学
生
が
多
か
っ
た
。

部
活
動
中
の
高
校
生
や
中
学
生
も
多
く

見
ら
れ
た
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黒
工
山
岳
部
男
子
20
人
が
飛
勢
城
の

階
段
を
上
り
下
り
し
て
練
習
し
て
い
た
。

熱
中
症
に
気
を
つ
け
て
と
声
を
か
け
た
。 
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さ
く
ら
野
で
ゲ
ー
ム
を
し
て
い
た
中

学
生
男
子
一
人
に
声
を
か
け
た
。
母
親

と
来
て
い
る
と
の
こ
と
だ
っ
た
。 

 

帰
帆
場
公
園
で
中
学
生
二
名
（
男

女
）
に
声
を
か
け
、
早
め
の
帰
宅
を
促

し
た
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時
～  

 
 
 
 

 
 

雨
の
せ
い
か
公
園
に
は
誰
も
い
な
い
。

さ
く
ら
野
百
貨
店
に
は
多
く
の
学
生
が

い
た
。
フ
ー
ド
コ
ー
ト
で
は
高
校
生
が

教
科
書
？
を
広
げ
て
い
る
。
ゲ
ー
ム

コ
ー
ナ
ー
等
で
声
を
か
け
る
と
皆
素
直

に
応
じ
て
く
れ
た
。 

非行が起こりにくい 
環境を作りましょう   

  少年補導員は、街頭補導活動の中で出会う少年たちに積極的に声をかけています。家庭や地
域で子どもたちを健全に育てるため「おはようございます」「いってらっしゃい」「こんにちは」「気をつ
けて帰ってね」「こんばんは」「お帰りなさい」等の声がけをしましょう。下記の表は、生活行動面で
の市内小中学校共通の決まりごとです。地域のみなさまも小中学生の帰宅時間等を意識して声が
けをしましょう。声がけは、非行防止の第一歩です。 

「守ろうね 一声かける きまりごと」 
 辛いのは  
 明日やあさって 
 ではなく  
 今だから 
  
 ゆっくりと 
 丁寧に 
 耳を傾けます 

 
 
 
 
 
 
 
 
 ○ 日時 月火木曜日  9:00～17:00   
          金曜日  11:00～17:00 
 ○ 場所 北上市生涯学習センター 
 ○ 電話 ７２－８３０２ 

   （電話での相談も対応いたします） 
 
            

少年センターでは、少年少女の
悩み相談（本人、家族等）を
行っています。1人で悩まない
でまず話してみませんか 
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ひとりで悩まないで 相談してみませんか 

 少年相談 北上市少年センター 

    0197（72）8302 
 

 

 

相談時間      月火木  9:00～17:00  

（電話相談あり） 金   11:00～17:00 

場  所 北上駅前おでんせプラザぐろーぶ３階 

               北上市生涯学習センター 

北上市少年センターでは、少年・少女の悩みや 
 困り事などの相談に応じています。 

 「岩手県青少年のための環境浄化に関する条例」 
  ・正当な理由がある場合を除き、深夜に青少年を連れ出し、同伴し、又は留  
 めてはならない（第17条2） 
  ・深夜に営業を行う者は、当該施設に深夜に青少年を立ち入らせて はなら  
 ない（第17条の2） （深夜における施設への立入り制限）･･･３０万以下の罰金 

 未成年の飲酒や喫煙は「禁止法」違反 
 ・未成年者の飲酒や喫煙を知って、止めない親は科料に処せ られる 
  ・未成年者に酒類を販売・供与した営業者に50万円以下の罰金を科す 
                      （未成年者飲酒禁止法第3条１項） 
 ・未成年者に煙草や器具を販売した者は50万円以下の罰金に処せられる 
                      （未成年者喫煙禁止法第５条） 

「ちょっと借りて後で返そう」とだれかの自転車やバイクを使った時点で「窃盗罪」 

   ･･･１０年以下の懲役 
⑥ 脅迫的な物言いや取り囲むなど恐怖心をあおり金品を出させること「恐喝罪」 

   ･･･１０年以下の懲役 
 深夜にコンビニ、公園、
カラオケ店やインターネッ
トカフェで遊んで楽しんだ
よ 

 

 お酒もタバコも、他人に
は迷惑かけていないよ  
 

⑥ オッサンに「金、貸して 
･･･」って言ったら、くれたよ 

やってはいけません  
親は大人はやらせてはいけません           

① 補導の対象となる深夜徘徊 
  「岩手県 青少年のための環境浄化に関する条例」 
  ・ 保護者は、特別な理由がある場合を除き、深夜に青少年を外出させないよ
うに努め 
    なければならない（第17条） 
  ・  正当な理由がある場合を除き、深夜に青少年を連れ出し、同伴し、又は留
めてはな   
    らない（第17条2） 
  ・  深夜に営業を行う者は、当該施設に深夜において青少年を立ち入らせて
はならない      
    （第17条の2）（深夜における施設への立ち入り制限）･･･３０万以下の罰金 
 

 

   児童虐待防止推進月間 

中学生「わたしの主張」北上地区大会  
  子どもたちの声に耳を傾け 健やかな成長を応援しましょう 

～ こ れ か ら の 社 会 を 担 う 子 ど も た ち ～   

  ８月29日(木)、少年の健全育成の充実を期して上野中学校を会場に行われました。 

    この大会は、次世代を担う管内の中学生達が未来に向けての夢や社会に対しての意見、希望、日常の  

  生活で感じていることなど体験を通して得た自分の考えや気持ちを発表し合う場です。 

   今年の発表については、審査委員長の下川原宏明氏が「物事の本質を中学生らしく見つめ、それを感 

 性豊かに力強く表現している姿に心を打たれました。発表者と聞き手でつくった大変素晴らしい発表会に 

 なりました。」と講評を述べられました。本当に皆の心を打つ『わたしの主張』でした。  

    内容は、甲乙つけ難い素晴しいものばかりでしたが、厳正な審査の結果、 

     最優秀賞   飯豊中学校  佐藤 花さん        論題  「人の命の重み」 

     優秀賞    南中学校    千田 つむぎさん    論題  「言葉のキャッチボール」 

     優良賞    湯田中学校  小松 奈央さん      論題  「わずかな希望と大きな裏切り 

                                            ～良い国？悪い国？日本～」 

     優良賞     和賀東中学校 鈴木 菜月さん       論題  「今の私を作った出会い」 

 となりました。おめでとうございます。弁士の皆さんお疲れ様でした。 

  


